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1 はじめに

冬季の室内環境は、使用する暖房器具の種

類により、大きく影響を受けるものと考えら

れる。特に、住宅が日本式の家屋から、気密

性に秀れた西洋型の構造に移り変っていく傾

向にある現在においては、室内空気の汚染程

度もより顕著になることか懸念されることか

ら、暖房器具の追いによる汚染物質濃度を調

査しておくことは、安令で決適な宇内環境の

確保のために重要なことといえる。

今同、我々は 3種の瞑房器具の完内燃焼実

表ー 1 調査対象暖房器具

眈房器具 凰焼方八： 給枡気方式

石油ファンピーター 気 1ヒ八 強制通気型

反射型石油ストーブ I し ん 式 I 自然通気咽

カスス］、ープ I仝一次空気式

表ー 2 測定項目および測定機器

験を行ったので、その結果を報告する。

2 調査方法

2. 1 調査期間

平成元年7月10日～ 8月3日

2. 2 調査吋象P笈房器具

表ー 1に示す石油ファンヒーター、反射型

石油ストーブ、ガスストーブの 3種を対象と

した。

2. 3 汚染物質測定項目および測定機

表・ー 2に4、した。

用途別方式

強旧ll対流1|:

発砧量

1800~ 
3200Kcal/h 

放射式塁悶~cal/h

孔岱贄恥!2900Krul lh 

鳳り消費：―叶

(J..']88 0,,'. h 

0.26H I h 

測定項目 則 , ！ピL 原理 ! 測定拭種名

co 非分散型赤外線吸収法堀場製APMA-3000 

C Oi II ,I,'』車製 l日A-1 () [ 

NO ザルヅマン試雙こよる間欠Iリ［光光
DKK製(~;PH-[ 4 N 02 度法

非メタン炭化水素
ガスクロ直接法＋イオン化検出器 堀場製APH A-3000 

メタン
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2. 4 室内との比較対象大気環境測定局

1)一般環境大気測定局 秋田市土崎将

軍野局（平成元年 7月の測定値使用）

2)自動車排出ガス測定局 秋田市茨恥 茨

島局（平成元年7月の測定値使用）

2. 5 調査条1牛

調査は床面積8.4m'(2. 6 X 3. 2m),天井高さ

2.35mの和室で行った。燃焼は室内のほぼ中

央で行い、宇内空気の採取位置は暖房悩見か

ら2m、床面から1.5mの壁面とした。採取に

はテフロン製の採取管を用い、別室に改凶し

た自動測定機に導いた。

1回の燃焼時間は、通常の暖房器具の換気

必疫回数か30分に 1回程度となっていること

から、 30分間の連続燃焼とした。したがって

沿浚物質濃度は30分1:}]の平均伯どしたぐまた、

暖房器具の燃料消費凪を一定にするため、石

油ファンヒーター、反射型石油ストーブにつ

いては火九謁節をはは中程度、カスストーブ

については最大に固定しで燃焼させた。

なお、各悩具とも ~I 重力温度コントロール装

置はついていない。

3 調査結果と考察

3. 1 coおよびCO2濃度
表ー 3に仝測定叩日の調査帖果を示した3

coの平均値についてみると、反射型石仙ス
トーブが3.6ppmと最も高く、ついで石油ファ

ンヒーターか3.3ppn]、ガスストープが2.4ppm

となっている。室外の一般環境測定局の0.2

ppm、自動巾沸出カ‘‘ス訓定局の0.6ppmと比べ

て、 4~18倍高い濃度となっている。カスス

トーブを除いた他の暖房器具の平均値は、県

|]、]で最も交辿量の多い茨島交差点の測よ局の

最大値より大きくなっている。しかし、いず

れの器具も環境基料の H平均伯10ppmを［いえ

てはいない。

CO2の平均値はCOと同様、反射型石油スト

ーブが3530ppmと最も高く、ついで石油ファ

ンヒーターが3080ppm、ガスストーフか2880

ppmとなっている。室外での測定は行ってい

ないが、通常の一般環境大気でのCOバ晨度を

370ppm程度とすると、暖房器具による至内濃

度は 8~10倍高くなるといえる。また、各器

ともビル衛生管理基準の1000ppmを、大輻

に上廻っていることは、松野らの報告1)と同

村：である。

3. 2 NOおよびNO議度

NOの平均値は石油ファンヒーターが178

ppb、ついて反射型石J加[|ストーフがlOppb、ガス

ストーブが5ppbとなっている。他の項目と比

校して、訴共による濃度差か最も大きい,NO

の室外の平均値に一波環境訓足局 2pp])、日動

車排出ガス測定局28ppbとなっており、石油フ

ァンヒーターによるNOの室内平均氾）幻ま、

自動車排出ガス測定局の最大値174ppbより大

きくなっている。

N02Iこついてみると、石祉Iファンヒーター

の平均値が86ppbと高く、ついで石油ストーブ

の16ppb、カスストーブの15ppl)の順となって

いる。この順位は、嵐谷らの調査結果2)と同様

である，，よた、石油ファンヒーターの1均値

は自動中札「出ガス詞定局の最人値に辻い晨度

になっており、環境基準の日平均値の上限値

である60ppbを下慇ることかないことも嵐谷

らの結果2)と同じである。

反射叫I)い由ストーブ、ガスストーブは日動

半排出カス測定局ク）平均値とほぼ同しになっ

ている。

NO、N02のいす｝しについても石油ファン

ヒーターによる濃度が高いが、その要因とし

て、石泊ファンヒーターの梵熱量が郡］青に使
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＂表ー 3 調査結果

験
数
試
回
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ppm 
CO2 
ppm N~pb N~2pb 非メタンppmC 
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用した部屋の広さに対して大きかったこと、

また、反射型石油ストーブに比べて燃焼温度

が高いことによるサーマルNOxのl[i)Jllが考

えられる。更に、石油ファンヒーターが強制

対流形であるため、汚染物質が拡散されるこ

とにより他の器具より早く室内に充満するこ

とにもよるものと？考えられる。いずれにして

も、 Nりの濃度の卜昇による生体影評を考え

るうえで、石油ファンヒーターは十分な注意

を必要とする瞑房器具と衿える。

非メタン炭化水素およびメタン濃3. 3
 

非メタン炭化水素の平均値についてみると、

石油ファンヒーターが6.78ppmCと兄も高く、

ガスストーフか2.7ppmC、反射明石油ストー

ブがl.24ppmCとなっており、室外の一般環境

測定局の平釣値と比べ、それぞれ 5~301店高

い値となっている。石油ファンヒーターの平

均値は指針値である3.lppmCの2倍以上の値

となっているQ

メタンは、 ガスストープ4.2ppmCと最も高

度

く、ついで反射型石illlストープク）1.72ppmC、

石油ファンヒーターは最も低く 1.65ppmCと

なっている。ガスストープが他器目より 2.5
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倍程高い値を示すことが注目されるが、 その 4. まとめ

要因としで燃料中の成分組成の違いが考えら

れる。表ー 4、

成表を示す。灯油については、

5に灯油と都市ガスの成分組

分表が入手できないため明確に

より詳細な成

えないか、

都市ガスにはメタンが19％の含有率を占めて

いることから、ガスストーフの主として点火

時における未撚焼分のメタンが灯油を使Jllし

ている他の器其より多かったものと推測され

る。逆に、灯油を使用している石油ファンヒ

ーターは、メタン以外の末惚，ぐ浣分炭化水索を

多く排出したものと考える。

表ー 3 4、J油成分名とfl]成比

成 /‘ 
J} 名 岨成比

飽和炭化水素／T-H e 
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i
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ガス成名分と組成比

嘲＼ i:•[ i['し」よ I)',

3種の暖房器具による室内空気環境につい

を行ったが、暖房器只の発熟鳳の不統

ーにより、明確に汚染物質の濃度差を述べる

ことはできないが、今回の調査条件のもとで

て

は次のことがわかった。

l)CO、CO2の平均濃度は、反射型石油ストー

フが他器具より高く、COは県内

の多い自動車排出ガス

大きい値をぷし

開

I
P
 
よりも

また、co,は各器貝ともヒ
を」先lっ

2) i'¥O、N02の平均濃度は、石訃1ファンヒ 夕

に対して部屋の而柏か小さい

ことにもよるか、他器具より大きな伯を示し

た。

値を下廻ることかなかった。

3)メタン｛、農度は、都巾ガスを使用している力‘

スストーフか高く、非メタン炭化水索は灯油

を使JTJしてしヽる石油ファンヒーターか高かっ

その悶囚としては、

成の産し＼か考えられた。

以じいすれの測定項目も30分間の地続燃

焼後に窄気を入れかえることを削提にして調

た。

NO以こついてみると、環境悲準値の I□限

使用燃料中の成分糾

査した詰果てある。

主内（こガスを1非出するII笈IJ；悩只を使用する

際しこは、 十分な挽気を行う必要かある
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